
「岡山地域農業の障害者雇用促進ネットワーク『第７回セミナー 」を開催』

中国四国農政局と岡山地域農業の障害者雇用促進ネットワーク（以下「ネットワー

ク」という ）は、平成27年９月28日(月)、農業分野において障害のある人の雇用促進。

を図ることを目的としたセミナーを岡山市内で開催し、農業関係者、福祉法人、学校

関係者、企業、行政機関の方など67名の方の参加がありました。

今回のセミナーは 農業 と 福祉 の連携の推進に向けて をテーマとして (株)「『 』 『 』 」 、

ダックス四国福山工場障がい者雇用責任者 且田久美 氏より、行政、地域、企業等が
かつ だ く み

一体となって障がい者就労に取り組んだ例として、(株)九神ファームめむろの設立に
きゆうじん

至った経緯・過程について、島根県農業技術センター栽培研究部主任研究員 姫宮雅美
ひめみやまさ み

氏より、障がい者に適した農作業に関する調査・取組内容について、農林水産政策研

究所農業・農村領域研究員 小柴有理江 氏より、地方自治体による農業と福祉の連携
こ しば ゆ り え

支援についてご説明いただきました。

（会場の様子） （意見交換の様子）

その後、小柴氏のコーディネートによるパネルディスカッションでは、且田氏、姫

宮氏のほか、ネットワークの尾﨑会長、大月副会長も加わり 「障がい者就労を安定・、

継続的に行うには給付金に頼るのではなく、ビジネスとして成り立つ仕組みの確立が

大切 「企業を含む関係者一体を巻き込むために、全体をコーディネートでき、プレゼ」

ンテーション力のある人が必要 「職業指導員は、障がい者と同じ時間、同じ作業を体」

感し向き合うことが大事」などの意見が出されました。


